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西
脇
市
長
　
片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

 

地
域
経
済
を
守
る
た
め
に

 　
令
和
２
年
も
師
走
・
12
月
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国

的
に
広
ま
り
、
間
も
な
く
一
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
至
る
所

で
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
、
改

め
て
病
魔
の
猛
威
を
実
感
し
ま
す
。

　

地
場
産
業
「
播
州
織
」
に
お
い

て
も
、
従
前
か
ら
の
構
造
的
な
課

題
に
加
え
、
主
要
な
取
引
先
で
あ

る
国
内
ア
パ
レ
ル
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
影
響
で
、
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
ま
す
。
先
月
、
播
州
織
業

界
や
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
関

係
自
治
体
で
ま
と
め
た
要
望
書
を
、

西
脇
商
工
会
議
所
・
齋
藤
太
紀
雄

会
頭
、
多
可
町
長
と
と
も
に
、
地

元
選
出
の
藤
井
比
早
之
内
閣
府
副

大
臣
、
西
村
康
稔
特
命
大
臣
、
経

済
産
業
省
、
中
小
企
業
庁
、
厚
生

労
働
省
な
ど
を
訪
問
、
面
談
し
て

提
出
し
て
き
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
の
局
長
面
談
時
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
取
材
も
あ
り
、
産
地
の
情
勢
も

含
め
て
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
る

何
か
工
夫
は
な
い
か
…
？
」
と
、

思
い
を
は
せ
て
い
る
と
、「
播
州

織
工
業
協
同
組
合
さ
ん
が
開
発
さ

れ
た
加
工
方
法
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
有
効
で
あ
る
」
と
新

聞
に
掲
載
さ
れ
、
と
て
も
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。
関
係
機
関
と
関
係

自
治
体
が
知
恵
を
絞
り
、
一
丸
と

な
り
な
が
ら
地
場
産
業
の
灯
を
私

た
ち
が
引
き
継
が
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
「
元
気
な
ま
ち
西
脇
市
」
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
創
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

片山市長らから要望書を受け取った西村
康稔経済再生担当大臣（中央）

　西脇市では黒田庄和牛や山田錦、イチ
ゴなど全国に誇れる地域食材が生産され
ており、さまざまな農業振興施策を推進
しています。このコラムでは、本市の農
業に関する旬な情報をお伝えします。
■問合せ　農林振興課（市役所内線322）

▲小学校に集まって作業するボランティアの皆さん

界
や
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
関

片山市長らから要望書を受け取った西村
康稔経済再生担当大臣（中央）

和牛・国産牛・輸入牛の違い
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私
の
手
元
に
、
あ
る
地
域
が
制

作
し
た「
令
和
２
年
度
防
災
計
画
」

と
い
う
冊
子
が
あ
り
ま
す
。
大
規

模
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
発
生
時
の

防
災
体
制
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
計
画
の
運
営
主
体
で
あ
る
自

主
防
災
会
は
、
過
去
の
災
害
に
よ

る
被
害
状
況
や
対
応
の
反
省
に
立

ち
、
今
年
新
し
く
「
災
害
時
要
援

護
者
支
援
班
」
を
作
り
ま
し
た
。

班
の
役
割
は
、
災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
者
の
避
難
行
動
の
支
援
。

主
な
要
援
護
者
は
、
高
齢
者
や
１

人
暮
ら
し
世
帯
の
方
で
す
。
１
人

暮
ら
し
で
な
く
て
も
、
同
居
す
る

家
族
も
高
齢
で
、
避
難
な
ど
が
難

し
い
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

冊
子
の
要
援
護
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
編
成
表
を
見
て
、「
な
る
ほ
ど

な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
１
人
の

要
援
護
者
に
対
し
、
支
援
者
が
３

人
配
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

万
が
一
、
最
初
の
支
援
者
が
不
在

の
場
合
で
も
、
次
の
支
援
者
、
ま

た
次
の
支
援
者
と
、
支
援
が
二
重

三
重
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
、
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
冊
子
に
は
支
援
の
心
構
え

も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
は
「
困
っ
た
と
き
こ
そ
温
か

い
気
持
ち
で
接
す
る
。
非
常
時
こ

そ
、
不
安
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
人
に
優
し
く
接
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
町
で
は
、
人
権
学
習
会
で

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
コ
モ
エ

ス
タ
に
し
わ
き
施
設
長
の
宮
下
京

子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
」
と
題
し
た
認
知
症
の
講
演
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
参
加

し
た
私
は
、
宮
下
さ
ん
の
「
認
知

症
患
者
へ
の
家
族
や
近
所
の
人
の

関
わ
り
方
」
の
言
葉
が
強
く
心
に

残
り
ま
し
た
。
▽
穏
や
か
な
気
持

ち
で
接
す
る
▽
で
き
な
い
こ
と
だ

け
を
手
助
け
す
る
▽
無
視
し
た
り

孤
立
さ
せ
た
り
し
な
い
―
。
こ
れ

ら
の
文
の
冒
頭
に
「
困
っ
た
と
き

こ
そ
」
を
付
け
て
み
る
と
、
ど
れ

も
し
っ
く
り
と
理
解
が
で
き
ま
す
。

　
「
災
害
弱
者
」
と
呼
ば
れ
る
高

齢
者
や
認
知
症
患
者
に
共
通
し
て
、

「
困
っ
た
と
き
こ
そ
」
温
か
く
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
本
当
に
大

事
な
こ
と
で
す
。
で
は
、
関
わ
る

者
に
必
要
な
心
構
え
は
何
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
手
掛
か
り
が
講
演
の

最
後
に
あ
り
ま
し
た
。「
一
番
苦

し
く
、
不
安
で
悲
し
い
思
い
を
し

て
い
る
の
は
、
本
人
な
の
で
す
」。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
課
）

困
っ
た
と
き
こ
そ

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
課
コ
ラ
ム
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　お肉屋さんやスーパーで、牛肉が「和牛」「国産牛」
「輸入牛」に分かれて販売されていることを不思議に思
う方は多いのではないでしょうか。輸入牛は外国で加工
してから輸入した肉のことで、イメージがしやすいと思
います。では、和牛と国産牛はどうでしょう。
　「和牛も国産牛も、同じ日本の牛じゃないの」と考え
る方が多いと思いますが、これらは明確に違います。国
産牛は生まれた場所や品種に関係なく、肥育された場所
が一番長いのが日本で、日本で食肉加工された牛を指し
ます。国産牛として販売される牛肉の多くは、乳牛種
（ホルスタイン種）とその交雑種といわれています。一
方、和牛は日本の在来種を元に交配を繰り返し、肉専用
種として改良された牛を指します。黒毛和種・褐毛和
種・日本短角種・無角和種に指定された４つの牛の品種、
またはその４品種間の交雑牛のみが「和牛」というので
す。黒田庄町で肥育されている黒田庄和牛は、黒毛和種
の但馬牛で、出荷された多くが「神戸ビーフ」に認定さ
れています。

　
読
書
を
身
近
に
感
じ
る
た
め
の

「
ブ
ッ
ク
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
製
作

　　
「
ブ
ッ
ク
ポ
ケ
ッ
ト
」
と
は
本

を
収
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
袋

の
こ
と
で
、
い
す
の
背
も
た
れ
に

か
ぶ
せ
て
使
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
空
き
時
間
に
本
を
読
ん
で
知

識
を
増
や
し
た
り
、
読
書
に
親
し

み
を
持
っ
た
り
し
て
も
ら
お
う
と
、

市
内
の
小
学
校
で
広
ま
っ
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。
今
年
は
19
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
、
楠
丘
・

桜
丘
小
学
校
の
児
童
の
た
め
の
製

作
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

織
物
業
者
な
ど
か
ら
播
州
織
の

生
地
の
提
供
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
製

作
。
子
ど
も
た
ち
の
い
す
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
、
計
３
３
２
枚
を
縫

い
上
げ
ま
し
た
。

　

各
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
「
大
事
に
使
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
は
「
役
に
立
て
た
こ

と
が
う
れ
し
い
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　　

事
業
を
通
し
た
地
域
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
支
援
活
動
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
学
び
の
環

境
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
思
い
と
技
術
が
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
を
支
え
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
や
登
録
な
ど
は
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22-

５
９

９
６
）

皆
さ
ん
の
力
を
学
校
運
営
に
生
か
し
ま
せ
ん
か

広報にしわき　令和2年12月号広報にしわき　令和2年12月号 20

黒田庄和牛の豊か
な味を

ご賞味ください

　「相談に乗るだけでお金がもらえる」「当
選金を受け取ることができる」などとうたっ
てサイトに誘導し、利用登録後に利用料金や
手続き費用などとして高額なお金を請求され、
支払ってしまったという相談が寄せられてい
ます。
　サイトでは「簡単にお金がもらえる」とう
たっていますが、気軽に登録してしまうと、
上記のようにさまざまな名目で次々とお金を
請求されてしまいます。相手に指示されたと
おりにクレジットカードの番号を伝えたり、
電子マネーのギフトカードを購入しコード番
号を伝えたりしてお金を支払っても、お金を
受け取ることはできません。そして、支払っ
たお金を回収するために、さらにお金を支払
わなければならなくなります。
◆アドバイス
　簡単にお金がもらえる話はありません。
「自宅で簡単に稼げる」「相談に乗るだけで
報酬がもらえる」「当選金が受け取れる」な
どの誘いは、信用しないようにしましょう。
また、メールなどで誘われても、絶対に返信
しないようにしましょう。

心紡いで　彩り豊かな人財の育成
～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる　共生社会の実現に向けて～

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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教
育
委
員
会
で
は
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
を
育
て
、
学
校
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
始
ま
っ
た
「
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
の
た
め
に
現
在
ま
で
に
１
８
４
人

が
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
。
学
校
の
授
業
や
活
動
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ケ

ッ
ト
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

あかげ


